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●：土間-防湿、 ：土間-土

図4　換気口を開けた時の床下の温湿分布

（測定期間：2005.11.1-12.5）
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図3　換気口を開けた時の床下の温湿分布

（測定期間：2005.8.21-9.26）
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図1　換気口を閉めた時の床下の温湿分布

（測定期間：2005.7.1-7.31）
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図2　換気口を閉めた時の床下の温湿分布

（測定期間：2005.9.26-10.26）
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木炭の床下調湿 (1)
1.　はじめに
　在来工法の住宅床下へ木炭を敷設した際、
床下土間の仕様、床下換気口の開閉および季
節が床下の温湿度変動へ及ぼす影響について
検討を行った。

2.　方法

【床下の仕様】在来工法のテストハウス(床
面積17.4m2)を建築し、床下は2室に区切り、
各床下基礎面3箇所に床下換気口を設けた。
床下土間の仕様は、土間のまま（以下、土）
と土間の上に防湿フィルムを敷き込み乾燥砂
で押さえたもの（以下、防湿）とした。

【木炭の敷設】県産ナラ黒炭を不織布の袋に

約4kgずついれ、床下に各36袋を敷設した。

【実験期間および床下換気口の開閉】
実験条件を以下に示す。

間からの水分供給が床下の高湿化へ影響してい
ると考える。

（2）床下換気口を開けた際の床下の温湿度

【夏季2(図3)】土間の仕様「防湿」と「土」を

比較すると、温湿度の分布は重なったが、床下
内へ外気が流入したため、換気口を閉じた「夏
季1」の場合に比べ、湿度の分散は拡大した。

【秋季2(図4)】換気口を開けることによる湿度

分散効果が観察されるが、土間の仕様が「土」
の場合は、「防湿」に比べて高湿であった。

4.　成果の活用
　床下の温湿度は、季節により変動するが、土
間の防湿は地面からの水分供給を抑制し、換気
口を開けることは湿度の分布幅を拡大させ、高
湿化を抑制する効果が観察された。密閉空間で
は木炭は調湿効果が確認されているが、実際の
床下へ木炭を敷設する場合、施工条件等も併せ
た床下環境の改善が有効である。

在来工法における床下土間の仕様、床下換気口の開閉

および季節が床下の温湿度へ及ぼす影響

【温湿度の測定】床下に温湿度

計を設置し、測定を行った。

3.　結果
（1）床下換気口を閉じた際の床

下の温湿度

【夏季1(図1)】床下土間の仕様

「防湿」と「土」を比較すると、
温湿度の分布は重なるが、「土」
では高湿な状態を維持していた。

【秋季1(図2)】土間の仕様

「土」の床下は、地面から水分が
供給されるため、「防湿」に比べ
て高湿状態であった。また、夏季
に比べ、秋季の湿度分布が土間の
仕様で異なるのは、「防湿」で
は、秋季の低温低湿な気候が床下
に反映され、温湿度分布が低下
し、「土」では、温度低下と、土
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表　実験条件（2005）


